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図 2:(左)相空間の分割の q平面による断面. 曲線 a,b,C,dは分割の境界であり,各々
(I,y,U)- (1,1,1),(1,1,2),(1,1,3),(1,-1,1)で指定される･ U(I,y,I/)は分割の各領域を
表す･I,yは各々 Req,Imqの符号に対応し,i/は原点からの距離に対応する.(右)トンネル軌
道と記号列との対応･実線,破線は各々 Req,Imqを表す･記号 (I,y,L/)は (I,y)〝で,I,yの





























なお本稿は首藤啓氏 (都立大理),池田研介氏 (立命館理工),高橋公也氏 (九工大情報)との共同
研究をもとに書かれたものであることを付記します.
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